


















人の死因の中で最も多く、2 人に 1 人が一生のうちに 1 度

















項目は、患者 ID をはじめ診療年月、ICD10 分類コード、
薬剤名、診療区分ごとの点数などがある。そのようなレセ
プト情報を PostgreSQL 9.6 を用いて解析用のデータベ
ースを構築した。SQL を使用して肺癌薬剤の ABC 分析、
ベバシズマブ、ニボルマブの使用人数、薬剤費を比較した。 
SQL による抽出条件はまず患者基本情報から ICD10
コード C34 を付与された肺癌患者に絞り、区分 33 の点
滴注射、33 で絞った薬剤の合計点数とレセプト件数を集







    
【結果】化学療法で使用されるベバシズマブが
118,229,710 円(1 位)、ニボルマブが 83,383,360 円(2 位)
であった。ニボルマブの薬剤費は上位 20 件の薬剤費の
21.3％を占めていた(図１)。ベバシズマブの患者数は 240
人、薬剤費は 1 億 1823 万円。これに対してニボルマブの
患者数は 37 人、薬剤費は 8338 万円であった。 


















ズマブは 118,230,000 円÷240 人＝492,625 円ニボルマブ





    
【結論】肺癌治療で用いられる化学療法剤は他の薬剤と比 
較して医療経済への影響が極めて大きいが示唆された。 
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